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started to manufacture and sell the

prodtlCtS Of fluorocarbon resin coating.
Fluorocarbon resin coated products has been used widely in chemicals, foods, plastic manu-

facturing field. Based on our experience of a

of coating film property and coated products.

ま え が き

神鋼ファウドラ-(秩)は事業の一つとして,グラスライ

ニング並びに耐食性金属を用いた反応磯,タンクコンテナ

などの産業機械を製造販売している｡一方,近年プラスチ

ックスの中でも最も耐熱,耐薬品性,などが優れているフ

ッ素樹月旨R:注目し,この樹月旨の特長を活かす耐食機器,お

よび非粘着機器の分野ヘ参入することR:なった.

フッ素樹脂のコ-ティング製品の製造,販売をはじめて

一年半が経過した.この間,ユ-ザ各位のご支援をいただ

普,採用実演もできつつある｡

ここに,フッ素樹脂の特性,コーティング方法,適用分

野などについて紹介する｡

1. フッ素樹脂の種類

フッ素樹脂は一般にテフロンとして,

広くユ-ザ各位VL知られている.テ7

ロンはデュポン社の商標であるが,他

の商標でEEI内外の他の会社からも製造

販売されている｡現在市販されている,

分子中vL_フッ素原子を含有する合成高

分子であるフッ素樹脂を第1表に示

す｡

フッ素樹月旨は熱可塑性樹脂に分類さ

れるが, PTFEと他のフッ素樹脂は区

別され, PTFE以外のフッ素樹脂を,

熱溶融フッ素樹月旨と称している｡各樹

月旨の性質を第2表に示す｡ PTFEは一

般の熱可塑性樹脂の溶融羊占度103′-104

ポイズに比べて, 1011ポイズと高いo

一方熱溶融フッ素樹月旨の溶融粘度は,
104-105ポイズであるo したがって後

述するようにコーティングされる目的

も用途も異なる｡これらの樹脂の中

で,コーティングVL_用いられる樹脂の

種類と形態は大きく分けると次のとお

り-こなるo

1. 1ディスパージョンタイプの塗料

ディスパ-ジョンタイプには,水系

のものと溶剤系のものがある｡これに

用いられるフッ素樹脂は, PTFE,FE㌘,

PCTFE, PVDFなどである｡

year and half, this paper describes the outline

1. 2 粉体塗料

主として粉体静電塗装に用いられている樹月旨は, PFA,

FEP, ETFE, PVDF などである｡

1. 3 その他の塗料

このタイプは,ポ1)イミド,フェノール,エポキS/樹脂

をバインダーとして,これにフッ素樹月旨の粉末が含有され

たもので変性タイプの塗料である｡

これらの塗料の使用目的をまとめて,第3表に示す｡

2.特 性

フッ素樹脂の特長ほ,一般の高分子材料VL比べて耐熱

性,耐薬品性が優れていることである｡これはC-F緒合

のエネ)I,ギ-が大きいこと並びに表面エネルギーが極めて

第1表 フヲ素樹脂製品
Table 1 Fluoro polymer product

FllユOrO pOlymer 】 Traid name Maker

Polytetrafluoroetbylene

(PTFE)

Tetrafluoro ethylene-perfluoro･

alkylvlnyl etber-copolymer

(PEA)

POLYFLON TFE

ALGOFLON

FLUON

IiOSTAFLON

TEFLON TどE

TEFLON TFE

FLUON

DAIKIN Industry

Montefluos

ICI

Hoechs t

Du pont

Mitsui Flnoro Chemical

Asabi Fluoro Polymer

NEOFLON PFA 卜DAⅨINIndustry
Dtl POntTEFLON PFA

HSTAFLON

TFAi
Hoechst

Tetrafluoro ethylene-hexaflt10rO-

propylene･copolymer (PEP) =FOLF.LNO”FEF,EPB:慧hdustry
Tetrafluoro etbylene･ethylene-

copolymer (mFE)

NEOFLON ETFE

AFLON COP

TEFZEL

EOSTAFLON ET

DAⅨIN Industry

Asal1i Glass

rh pont

Eoecbs t

Polyvinyl idenefluoride (PVDF)

Polycbloro torifltlOrO e血ylene

(PCTFE)

DYFLOR

FORAFLON

KFPOLYMER

KYNAR

Dynamite Novel

Produits Chimiques Ugine Kul1lmar･

KUREEA Chemical

Permwalt Chemicals

DYFLON CrFE

EEL-F

ACLON CTFE

DAⅡこN Industry

3M

Allied Fibers & Plastics

Cblorotrifluoro ethylene･

ethylene_｡｡｡｡1ymer (ECTFE) i
HALAR Allied Fibers & Plastics

p｡1yvinyl fluoride (PVF) 1TEDLAR IDu Font
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J＼さいことが大きな原因であり,各々の樹月旨の構造上の特

貢忙よって,非粘着性,低摩耗性などが付加される｡これ

らの中で,コーティング皮膜特性に関係のある耐薬品性,

l巨粘着性などは次のとおりである｡

:. 1耐薬品性

フッ素樹月旨はプラスチックスの中で最も優れた耐薬品性

を示し, PTFE, PFA, FEDなどほ高温のフッ素ガス,ラ容

姐アルカリ金属などの薬品を除いて全く侵されないが,

ニTFE, ETFEなどは上記以外ケこ高温の下では塩素ガスや

ゾェチ/レアミンなどにほ膨潤する.

≡.2 非粘着性

フッ素樹月旨には,粉体およびスラリ-などが付着しにく

r､性質があるo
この性質ほフッ素樹月旨分子と異分子間の非

箸R=小さな分子間引力に基づくものといわれるo非粘着特

生の目安としては,表面のぬれが利用される｡ぬれの尺度

ヒして,接触角度βが用いられる｡ βは次の式から導か

へるo

A-TS-TSL-rL COS 0

A :ぬれ尺度 (dyne/cm)

rs :固体の表面張力(dyne/cm)

rL :液体の表面張力(dyne/cm)

rsL :固体-液体間の界面張力(dyne/cm)

拝2表 フッ素樹B旨の性質
Fable 2 The property of fluorocarbon polymer

0 :接触角(度)

0が大きい程ぬれ紅くいことを意味し,また固体に接す

る液体を固体から引離すために必要な仕事量は,接触角が

大きい程エネ]t,ギ-は小さい｡従って固体に接触する液体

は固体から離れやすいことを示す｡各種プラスチックスの

表面ぬれ性の一例を第4表に示す.

2. 3 すべり性

フッ素樹脂ほプラスチックスの中でも最も摩擦係数が′J＼

さく,固体同士のすべり性がすぐれている.その一例とし

て,対ステンレス鋼の静摩擦係数を第5表VL示す.

2. 4 ガス透過性

フッ素樹脂は他のプラスチックスよりガス透過性は′トさ

いが,各種ガスの透過が認められるので,その一例を第6

表に示す.

3. コーティング加エ

コ-ティングとほ軟鋼やア)I,ミニウムなどにコートされ

た皮膜の厚みが250 FL以下の時をさすが,まだ正確紅決め

られていないので,当社では,スプv-塗装並びR:静電粉

体塗装されて皮膜が形成されたものをコ-ティングと称す

る｡コ-ティング加工R=ついて簡単に説明する｡

3. 1 コーティングされる機器の材質

フッ素樹脂コーティングは約400 oCの温度で焼成が行

Property l Un it l PTFE i PFA I FEP I ETFE

Specific gravity

Coefficient of lVater absorption 形

2. 13-2. 22

<0. 00

2. 12-2. 17

0. 03

2. 12-2. 17

<0. 01

1. 70-1. 76

<0. 1

Coefficient
of thermal expansion

Melting point

Melt
viscosity

Conti皿OS maXimⅦ11 □Sable temperature

1/oC

oC

Poise

oC

Tensile strength

Elongat ion

Elastic mo血1us of bending strength

‡Iardness

Coefficient of static
friction

Dielectric breakdo□n strength

Vollユme reSistirity

kgf/cm 2

%

kgf/cm 2

Sbor e

V/nil

L2-cm

10× 10-S

327

1011-1018

(380o C)

260

140- 3 50

200-400

5 000-6 0eO

D50- 65

0. 02

480

>1018

12×10‾5

302′-･310

104-105

(380oC)

260

280-315

280-300

6 600-7 000

D60

0. 05

500

>1016

8. 3/-10. 5× 10‾5

270

4 × 1()4-105

(380oC)

200

5-9× 10‾5

260

104-105

(300-380o C)

150

190-220

250-330

5 500-6 500

D55

0. 05

5OO-600

>1016

4 10-470

420-470

9 000-14 000

D75

0. 06

400

>1016

幕3表 塗料のタイプと用途

Fable 3 Coating typeand appling

ApplicatiorlS 1 Resin 】 Appling
methord

. N｡n,adhesive I PTFE

｡

mold release

･ Slip

｡ G〇rrosion resistant

PEP

ETFE

PFA

PTFE

rcTi
ETFE

PFA

FED

PVDF

Dispersion coatlng

Dispersion,
electro-static coatillg

Electro-static coating

^/

Modified dispersion

Dispersion coating

Electro･static coating

J(7

J(7

ク

第4表 水に対する接触角度

Table4 Contact
angle
for water

Resin 1contact ng･e(o) i Adhesi(vdeyneen/ecrB;
FEP

PTFE

PFA

ETFE

CTFE

Pbenonic resin

5

4

5

6

4

0

42. 0

43. 1

42. 0

61.4

109. 0

第5表 フッ素樹月旨の摩擦係数
Table 5 Friction coefficient of fluoro polymer

＼

---竺竺1
PTFE I FEP IETFE CTFE PVDF

Steel/polymer 0.09 1 0.20 】 0.20 1 0.18 1 0.21

Measurirlg COndition : Bovden-Leben type measuring instrument

Load 1-4 kg, Slip spead 0.01 cm/see.
Temp 20 oC
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第6表 ガス透過性
Table 6 Gass permeability L笠鼓

! 23oC

I‾石二二耐｢

E 壬:三

き車F
R｡sin ＼

i

Water absorption

】 _(臥___】
D 570

Gass permeability
(cc･mi1/100 in2 ･24 hr.atrn)

02 1 N2

D 1434 D 1434

390

45

PTFE

ETFE

PEP

PVDF

PCTFE

0

0

0. 01

0. 004

0

1 050

148

990

3-4

4-90

360 3

1.三=…2
1三:喜o鐘

*(g/m2･24 hr･0.1mm)

われるので,材質はこの温度に耐えられるものであれはよ

い.一般かこ軟鋼,ア)I,ミニウム,ステンレス,などの材質

であれば,コーティングは可能である｡しかし,銅のよう

な焼成vLよって剥離性の酸化皮膜が生ずるものは,塗膜が

剥離するためコーティングは不可能である.

3. 2 機器の素地調整

上記の材質のコ-ティング用機器は田凸部に十分コ-チ

ィング皮膜が形成されるように調整されることが大切であ

る｡一般に形成皮膜厚みが500 FL以上の時は,凹部は5
R

以上,また凸部は10 R以上が必要である｡また熱歪が小さ

くなるような考慮も必要である｡板厚はディスパージョン

タイプの塗料では膜厚が薄いために制限がない｡しかし,

耐食用目的の機器は焼成回数も多いため,板厚は小さな容

量でも3.2 mm以上必要である｡

3. 3 ディスパージョンタイプの塗装

ディスパ-ジョンタイプの塗装目的は主として非粘着用

であるため,形成最終膜厚は50 Fl以下が一般的である｡塗

装順序を第1囲に示す｡ディスパージョンタイプの塗装

Base metal

Pre

-
balくing

■Surface treatment

Clea□1ng

Sand blastilつg

Pl‾i111er COatillg

Drying

Baking

Top coatlrlg

Drying

Bakirlg

Cooling

第1図 塗装工程

Fig. 1 Coating process

Spra)'111g

Re‡)eat

は,プライマ-とT.ッブコ-トからなり,目的に応じて1-

ッブコ-†を2′-3回位行うことがある.プライマ-は
素地vLよく密着し,かつ7.ッブコ-トと融合する性質をも

った塗料であり,
llッブコ-トは非帯占着,すべり性,耐摩

耗性などの性質をもった塗料である｡トフブコ-ト用の塗

料はフッ素樹脂並びに顔料などを水FL分散させてあるだけ

なので,一度に厚くかけると乾燥時ケこ皮膜に割れが発生す

る｡このため一回のコートでは膜厚が20 〃前後しかかけ

れないなどの制約がある｡

3. 4 粉体による塗装

機器のコーティングR:用いられる粉体塗装法には,静電

粉体塗装,流動浸漂塗装,並びに吹付法などがある.流覇

浸漬法は小物の多量生産に利用されるo 一方,吹付,並ひ

に静電粉体塗装法は大型機器から小型機器迄少量生産に利

用され,当社でも静電粉体塗装を用いてコーティング施エ

をしている｡
･静電粉体塗装法の加工順序を第2図に示す｡

近年ディスパ-ジョン塗装に比べて粉体塗装には次の不l

点があり,塗装法の主流になってきている｡

(1)厚膜塗装ができる｡

(2)塗布後直ちVL焼成ができる｡

(3)固液分離がないため塗料の安定性がよい｡

などである｡

Base metal

Pre
-
balくing

Orle COati[1g type

Coating

Drying

Balくing

Cooling

Surface treatment

Clealling

Pl-imer coating

Ⅰ)r),111g

Bat(illg

Ⅰ'o＼＼,dercoatillg

Baking

Coolillg

Repeat

第2園 静電塗装工程

Fig. 2 Electrostatic coating process
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第7表 実用性基準

Table 7 Standard
of practicality

Resin i A I A-B I B-C i X, Y

A

B

C

D

E

PTFE, PFA
PEP

ETFE

C工FE

PVDF

ECTFE

All
chemicals

except Chloro･

form

Stlbfl∬ic acid
By血ic acid
Sodiurn bvdrox

Ch loroform

?:1cZepSthhef,iloCufae3ns,mi
Toluen

甘ydric acid

Slユ1furie
acid

Hydric
acid

Sod ium hydroxide

Aceton, Toltlen

Die血ylamine

Cb 1oro form

Aceton, Toluen

Dietbylamine

Nitric acid,
Cb loroform

Ch loroform

Nitric acid,
Cb loroform

A : Excellent ら-C : Used by environment.

A-ち : Good X. Y : No
llSed.

Test condition
: 95 oCx50 days Coating filmthickness: 1 mm

静電粉体塗装は被塗装物をプラス転として,静電粉体塗

装機を使用して,フッ素樹脂の粉末をマイナス2.5-8.0

万ボルT.に帯電させ電気的に被塗装物に付着させ,炉内で

焼成し皮膜を形成させる方法である｡一回で形成される皮

険厚みは100-300 FLの範囲であるが,フッ素樹脂の擾類に

影響される｡

4. コーティング皮膜の特性

4. 1素地との接着性

フッ素樹脂の機器素地への接着性は,エポキシやフェノ

ールなど紅比べて孝三るo そのためフッ素樹脂コーティング

にはプライマ-が使用される｡プライマーは7ッ素樹脂メ

ーカーから販売されているが,加工業者も独自の改良を行

って使用している｡接着性の向上はコーティング製品の寿
命紅も大きな影響を与えるので,プライマーのみならずサ

ンドブラストの粗面化度合も考慮して,当社では施工を行

っているo 一般にコ-ティング皮膜の接着強度は,使用中

に低下するので,いかに低下を少なくおさえるかに各社が

工夫をこらしている｡耐薬品性を目的としたコーティング

材忙ついては次のこと1)が広く認められている｡

コーティング面が薬品に浸漬された場合,水あるいは水

蒸気が先に浸透する｡それは水蒸気の分子直径が化学物質

中でも′J＼さい方で,2.7Aしかなくプラスチックスの平均

分子間臣巨離はこれの数倍に当り,容易に浸透すると考えら

れるo さらにコーティング膜中に温度勾酉己があれば,水蒸

気は温度の低い方に拡散する｡浸透した水蒸気は金属素地

という不浸透のところR=集まり,その時に発生する圧力に

よって金属面とコーティング層を剥離させる力に変わる.

すなわち金属素地の界面まで浸透した水の分子はそこで

蒸発や逃げることができないため水の潰度が境界面で増加

する｡

プラスチックス層と金属面との接着が完全であれは,早

純な空気層への透過の場合とことなり,コーティング層素

地金属付近の濃度が減少し,水蒸気の拡散速度は急速をこ低

下し,なかなか浸透が進まなくなるといわれる｡

そのため,樹月削こ充填剤を加え接着の向上と浸透の抑制

を図るとともに,コーティング厚みを大きくして耐食性の

寿命を上げている｡

童
二三
ヒリ)

■己;
>

q)

.≡

首
く⊃

..亡:≡

i

Ⅹ

A

Y

25 50

Tillle (Day)

第3園 吸着塁の曲汲

Fig. 3 Absorptive weight curve

4. 2 皮膜の寿命

フッ素樹脂コーティングの中でも耐薬品性を要求される

ものは膜厚が大きいことが一般的である｡コーティング皮

膜の寿命について, G. Menges2)らは,次式が成立すると

している｡

L-&･T
Lニライニング皮膜の寿命

e-コーティング皮膜の膜厚

D
-環境剤の拡散係数

T
-基材と皮膜との挨着の耐久時間

この式からコーティング皮膜の寿命を高めるため紅は,

膜厚を大きくとることおよび接着の耐久性を高めることが

重要であるといえる｡またフッ素樹月旨コーティング皮膜を

薬品忙浸苦した場合の薬液吸着量の変化並び忙その吸着曲

線からみた実用性の基準を吉村3)らは第3国,第7表のよ

うに表わしている｡

4. 3 耐熱性

フッ素樹脂そのものの耐熱性は第2表に示したように連

続使用温度も他の樹B旨に比べて高いが,耐食コーティング

された皮膜の耐熱性はこれより低下する｡これほ機器使用

時の内容物KL_よる反応熱およびジャケッllなどよりの強制

加熱により,膨張,収縮がおこることVLよる皮膜の技着力

変化,並びKL.内容物の浸透速度変化によるものと思われ

る｡したがって実用結果より相当低い温度が,例えばETFE

では約80oCで耐食用分野匠使用されていることが多い｡

5. コーティング塗膜の物性測定

5. 1膜厚測定法

コーティング塗膜の膜厚測定は製品のベースとなる材質

および形状が多様のため,その測定には各種の執定器が用

いられるo 第8表に膜厚測定器を示す｡ただし,その形

咲,大きさ紅よって測定器が使用できない場合ほ,各直の

ケざ-ジなどで間接的R:測定する方法が用いられている｡

5. 2 密着力測定法

コ-ティング塗慎の素材への付着力を測定する方法に

は,描画試験法(TI SK6894)がある｡専用の試験器を

14 神鋼ファウドラ-技報 Vol. 32 No. 2 (1988/8)



第8表 膜厚測定品

Table 8 Thickness gauge

Base
material I Thickness gauge

Glass, Ceramics, etc. Micrometer

Iron, Iron-Nickel
alloy etc.

Aluminum, Stainless
steel

(304, 316 type) etc.

Micro甲eter
Electric magnet type gauge

Permanent magnet type gatユge etC･

Eddy current type gauge
High frequency type gauge

使用して滑走するo先端が60oの角度に仕上げてあるタン

グステン鋼針に一定の荷重(一般には1 kg)の荷重をかけ,

半径4.5 mmのら線を25回描く｡密着力が十分でない場

合忙は塗膜の剥離がおこる.付着力の評価は,付着判定基

準と比べて,剥れの状態を点数で表示する.一方当社では

耐食用皮膜の密着力をJ I SE8666に(引張試験法) VL準

じた方法を用いて行う場合もある｡

5. 3 耐摩耗性測定法

塗膜の摩耗は塗膜の使用期間の一つの目安紅なるため,

なるべく使用条件に合った測定法で行うことが望ましい

が,摩耗試験法の代表例は次のとおりである｡

1)テーパ摩耗試験法(J IS K7204)

コ-ティング塗膜試験片を10 cm角R:切断し,天秤で

0.000 1 g迄秤量する｡この試験片に規定の摩耗輪を圧着用

荷重をかけて接触させ,試験片を研磨するように回転さ

せ,普通1000回転後の摩耗減量を秤量して,テーパー指

数として表示する. PTFEのディスパージョン塗膜では

20 mg以下の指数が多い｡

2)落砂摩耗試験法(∫ I S E8601)

専用の落砂摩耗試験機を使用して,耐摩耗性を測定する

方法で測定原理は,上部vLある砂タンク忙規定の砂を入れ

一定の高さより塗膜面に連続的VL落下させ,摩耗度合によ

り良否を判断している｡

5. 4 ピンホール試顔法

耐薬品性の用途vL_使用されるコ-ティング塗膜では,莱

品が浸入するピンホールがあると使用できないのでピンホ

ールの有無を測定する方法である｡

一般的には電気式ピンホ-/I,測定法が用いられている｡
交流または直流の高電圧を塗膜と金属素地間に与えること

によりピンホ-)I,の有無を知る方法である｡当社では直流

タイプで2000-20000 Vまで可変できる測定機を用いて

いるo一般むこは2000ノ-4000 V位で試験する｡

5. 5 非粘着性試験法

一般忙用いられる方法は,専用の療触角測定機でコーテ

ィング塗膜に滴下した微量の水,またはヘキサデカン液の

接触角を測定する｡その角度の大きいもの程非粘着性がよ

いとする方法である｡

6.適用分野と用途

6. 1非粘着特性の応用

フッ素樹脂の優れた非粘着特性は化学的に安定であり,

使用温度範囲が広いことなどから付着しやすい物質を取り

扱う工程に利用されている｡フッ素樹脂の非粘着特性利用

の目的は,

(1)製造時の物質ロスの減少

写真1バクー溶解槽

PI10tO. 1 Btltter melting tank

(2)清掃に要する時間の短縮

(3)製品の品質の改善並びに純度の向上

などである｡

6. 2 耐食特性の応用

フッ素樹脂は汎用の樹脂に比べて,優れた耐食性を有

し,かつ粉末コーティングの発達により厚膜が容易に得ら

れるようになったため,耐食用機器に使用されている.

常温ではほとんどすべての化学薬品紅使用できる｡また

100oC前後の硫酸,塩酸,石油中間体などに使用され,厳

しい条件での耐食性が認められつつある｡

主として上記の2項目が産業用襟器のコーティングに採

用される理由である.次にこれまで当社がコ-ティングし

た代表的製品の実例を挙げながら,各分野で使用されてい

る製品例を説明する｡

6. 3 適用例

1)食品工業

主として非粘着性が要求される機箸別こ適用されて,クT)

-ム, ′J＼麦粉などを扱うロ-ル,ホッパ-,パネルヒータ

ド,バタ-容解槽などがあるo
当社がコ-ティングした/i

クー溶解槽を写真1に示す.この溶解槽の母材はSUS

304で,溶量1m3である｡コーティングしたフッ素樹月旨

はPTFEであり,塗膜厚みは約40 iLであるo こ槽の便

用:条件C･ま,温度90oC,内容液はバク-,殺菌剤,温水で

あり, 1年以上経過しているが,非粘着性の低下はなく佼

用されている｡この槽はジャケツ十付であり,加温ほ蒸奏

で行われている｡

2) プラスチックス工業

この分野は,非粘着性と耐食性を兼ゴaた要求が多いo こ

れまでは主として,ステンレス鋼製機器の表面を機械また

はパフ研摩して,粉体類の付着防止を行っていた.しb;

し,研摩だけでは非芳占着性が十分でなく,プラスチックス

メーカーとフッ素樹脂コ-ティング業者が協同で試行錯諾

して,非羊占着性の耐久性の向上を図っている｡適用されて

いる機器としては,粉体混合機(SVミキサ-),ホッノ'

-,振動T-ラフ,スパイラルフィダーなどがある.

当社がこれらの中で,コーティングした例を写真2
･ 3

に示す｡写真2ほ振動用†ラフである｡トラフの母材は,

sus304で,コ-ティング樹脂ほPFAであり,皮膜層

みは,約80 FLであるo この†ラフの使用条件は, 90 oC首i

後のゴム状物質がこの表面を移動してゆく｡ゴム状物質q:

トラフ-の付着防止効果は良好である｡トラフの大きさ
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写真 2 トラフ

PIIOtO. 2 Trollgh

写真 3 スパイラルフィーダー
pllOtO. 3 Spiral feeder

ンも幅800 mmx長さ7500 mmx高さ250 mmと大き

いo一方写真3はスパイラルフィダ-である.フィダ-の

苛財はSUS304で,コーティング樹脂ほPFA,皮膜厚

み約80 FL前後であるo使用状況はゴム頼粒子を輸送移動

させる時の付着防止である｡しかし,ゴム額粒子が移動す

るため,耐摩耗性も要求されるo フィーダーの大きさは,

匡2000mmx長さ10000mnであり,このサイズのコ

ーティングができるのは当社だけである｡今後この分野の

隣器への適用は広がりつつあり,かつ,大型化の傾向があ

る｡

3)医薬品工業

医薬品関係では,薬品の純度向上並びに汚染に対する防

御匠対して,フッ素樹月旨コ-ティングの要求がある｡使用

目的は非粘着性のみならず耐食性もある｡コーティング

換器としては,析出槽, †ラフ,貯蔵などがある｡当社で

も写真4忙示すような折出槽をコーティング施=した｡槽

の母材はS口S 304で,コーティング樹脂はETFEであ

り,皮膜厚みは, 600/∠以上である｡この晶折槽はデイン

プ/レジャケッ†付であり,内容液としては酸,ア/レカリが

添加され,温度20-80oCで使用されているo

4)製糸氏･塗料工業

輿紡並び忙塗料分野は非粘着を主目的とした製品群が多

い.近年上質紙や付加価値の高い特殊鰍こ用いられてい

る｡顔料や特殊なラテックスなどを塗布する工程で使用さ

れる乾燥ロールに,非粘着と耐食を兼ねてフッ素樹脂コー

ティングが施こされている.その他のロー)t'として,サイ

ジングロ-〟,などがあげられるが,製紡関係ではほとん

どがロー)I,製品である｡一方塗料=業でも非粍着性目的の

貯槽があり,当社でもドラム容器などに適用しているo製

統関連で当社がコーティングした,ラミネ-†用ロールの

例を写真5に.示す｡このロー}t,紘,紋とプラスチックスを

糊剤で接着する工程に使用される｡使用される目的は糊剤

の除去時間の短縮である｡

ロ-ルケこはPTFEをコ-ティングし,皮膜厚みは約

40〃である｡使用温度は常温である｡ロールの大きさほ

径200 mmx長さ2500 mmである｡

製雑用の乾燥ロ-)i,のサイズは大きいもので径1500

mm以上,長さも7500mm近くもあり,これら忙PFA

写真 4 折出槽

PI10tO. 4 Separator

写真 5

ローー/レ

P血oto. 5

Roll

のコ-ティングが適用されているo一方塗料関係では静電

気防止用のコ-ティングも採用されだしている｡

5)化学工業

この分野は主として,耐食性が要求され,腐食性のきぴ

しい薬品を取り扱う機器vLフッ素樹脂コーティングが適用

される｡具体的な機器としては,サクロン,タンク,ポン

プ,炉過器,遠心分離機,タンクローリなどがあるo この

分野忙使用されるフッ素樹脂は, ETFE, FEP, DFAが主

であるDユ-ザで使用する薬品ほ種類が多いため,ユ-ザ

がテストするれ または使用実績より樹脂の種類を指定す

る場合が主であるo当社は撹拝槽,炉過機などを作ってお

り,使用実続が出てきている｡

む す ぴ

フッ素樹脂コーティングほ高価であるが,工業分野でも

上記のような機器が広く利用されてきている｡これは,フ

ッ素樹脂の特性が認められつつあり,非粘着のみならず,

耐食分野でも適用機器が多くなっている｡近年大型品への

応用と要望がある中で,ユーザ各位がフッ素樹脂コーテ

ィグ製品の採用検討を行う時のご参考になれば幸いであ
る｡
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